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　皆さま、こんにちは。東海事業本部長の村部です。
　剱田の後任として７月より東海事業本部長に就任いたしまし
た。安全最優先での発電所運営はもとより、地域の皆さま方へ
の真摯で丁寧なコミュニケーション活動を継続し、また迅速な
情報発信に努めてまいります。そして、私たち一人ひとりが地
域の皆さまから信頼され、愛される原電をめざして尽力してま
いります。
　今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

　眠りたいのに、なかなか眠れないのは、とても辛いもの
ですね。しかも「眠らなきゃ！」と思えば思うほど、ますま
す眠れない…という経験をしたことがある人も多いでしょ
う。
　心と身体をリラックスさせることで副交感神経が優位に
なるため、緊張が緩み、自然に眠気がやってきます。ここ
で手軽なリラックス方法をご紹介します。ポイントは、パ
ジャマに着替え、布団の上で寝る直前に行うことです。
☆腹式呼吸をしましょう（副交感神経の働きを優位にする
手軽な方法は腹式呼吸です）
①仰向けになり足は肩幅程度に開き掌を上に向けて体の脇
に置きます。
②１．２．３のリズムで鼻からゆっくり息を吸ってお腹を
しっかり膨らませます。
③１．２．３のリズムで口からゆっくり息を吐ききり３秒
程度息を止めます。
④ ②③を２～３分繰り返します。

　また、疲れやストレスからくる肩こりや腰痛も筋弛緩ト
レーニングで全身をほぐすと寝つきが良くなります。
☆力を抜いてリラックスしましょう
①仰向けになって全身の力を抜きます。手を体の脇におき
目を閉じます。

②両手を５秒程度ギュッと握ります。
③一気に力を抜いて20～30秒程度リラックスします。
　また肩こりをほぐす筋弛緩トレーニングについては、①
と③の動作は上記同様。②に、肩を耳に近づけてギュッ
と力を入れる、を加えます。

　
いかがでしたか？良い睡眠をとって、
元気に過ごしましょう！

　６月27日から30日にかけて、常陸大宮ショッピングセン
ターピサーロにおいて「出張東海テラパーク」を開催しまし
た。キッズコーナー、パネルコーナー、VR（バーチャル・リ
アリティ）コーナー等に800名を超える方にお越しいただき
ました。
　次回は８月29日から９月１日にかけて、笠間市（ショッピ
ングセンター伊勢甚友部スクエア）で開催しますので、ぜひ
ご家族でお越しください。

来て・見て・知って！
東海テラパークがショッピングセンター
伊勢甚友部スクエアにやってきます。
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常陸大宮市で出張東海テラパークを開催しました

テラちゃん

ゲンくん

多くの人でにぎわいました。

ＶＲ視聴コーナー

次回会場は笠間市です。

8月29日㈭～9月1日㈰
平　日
土・日

10：00～15：00
10：00～16：00

入場無料
ショッピングセンター伊勢甚友部スクエア

茨城県笠間市住吉1364-1

　もうすぐ９月。一時ほどの暑さはおさま
り、朝晩はだいぶ過ごしやすくなってきま
したが、９月になっても茨城県はまだまだ
“熱い”日々が続きます。そうです、茨城国
体です。９月28日からは「いきいき茨城ゆ
め国体2019」が開催されます。令和になっ
て初めての国体ということもあり、茨城県
の魅力を全国に発信する絶好の機会になる
と思います。来年に迫った東京オリンピッ
クに繋がるよう、県内選手に大きな声援を
送りたいと思います。原電も地元企業の一
員として、地域の皆さまと一緒に、精一杯
盛り上げてまいります。

発電所の状況（2019年7月末日現在）
東海発電所　廃止措置工事中
　熱交換器の解体撤去を継続実施中で
す。
東海第二発電所
　燃料は原子炉から全て取り出され、使
用済燃料プールで冷却しています。
　また、使用済燃料プールの水位、温度
は安定した状態です。
　安全性向上対策の工事については、発
電所構内の地中の干渉物撤去や地盤改良
等の工事を継続しています。

発電所周辺の放射線
監視状況

げんでん東海テラパーク
イベント情報など

編集後記

ボールプール（ギャラリーにて実施）
９月29日㈰まで

休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）

テラパーク館内クイズ実施中
挑戦しましょう！！

（※）モニタリングポストはμGy/h（マイクログレイ毎時）
で測定されていますが、1μGy/h（マイクログレイ毎
時）=1μSv/h（マイクロシーベルト毎時）と換算して
表示しています。　
●空間線量率のデータは降雨によってその値が変動する
場合があります。

下図のモニタリングポスト
ABCDで放射線を測定しています。

線量率　μSv/h(マイクロシーベルト毎時（※）)

10時現在
A
B
C
D

6月1日
0.051
0.060
0.058
0.062

7月1日
0.056
0.065
0.059
0.066

8月1日
0.052
0.059
0.058
0.061

　館内の展示物を見ながら質問
に答えるクイズを実施中です。
５問中３問を正解すると記念品
をプレゼントします。小学生用、
一般用があります。
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元気で輝く人を紹介します
子どもと一緒に　のびのび演奏

ファミリーブラスバンド みとぴよ音楽隊
代　　表

（那珂市）袴塚 宏美 さん

明秀学園日立高校ダンス部「ブルーフェアリーズ」

選手へエールを　茨城国体ゆめダンス
仲間たち

Ｑ　発足の経緯は？
Ａ　みとぴよ音楽隊は子ども・子育て支援をする水戸市の
NPO「水戸こどもの劇場」内の音楽サークルです。子育て
などで楽器演奏から離れた人たちが、子どもと一緒にもう
一度楽しく、のびのびと参加できる空間にと、2007年、
吹奏楽経験のあるメンバーたちと立ち上げました。
Ｑ　日頃の活動は？
Ａ　水戸市内の市民センターで、毎月平日４日、土日祝日
２日練習しています。30、40代のママパパを中心に、幅
広い世代の会員約50人が、各自無理のない時間で参加し
ています。吹奏楽経験がなくても踊りや歌、得意なことで
場を盛り上げてくれるメンバーもいます。
　練習中、子どもたちは見守り担当の「保育さん」に見て

もらったり、メンバー
がだっこやおんぶした
まま演奏したり。子ど
もがいても気兼ねなく
過ごしています。参加
者同士で子育てや他の
趣味での交流も生まれ
ています。
　依頼を受け、月１回
は幼稚園などへ演奏会
に赴きます。子ども向
けの楽曲に加え、流行
の曲も取り入れてい
て、子どもが演奏やデ
モンストレーションに
加わってくれること
も。演奏する私たちが
楽しんでいるので、
「楽しそう！」「入りたい！」との声も多くいただきます。
Ｑ　今後の目標は？
Ａ　発足から12年、「のびのびと自分を発揮できる場」にな
りました。それぞれの「これならできる」の積み重ねと、
縛られないゆるさのおかげで、会が続いてきました。若い
人にもっと加入してもらい、世代の入れ替わりがあっても
長く続けられる会にしていきたいです。

　地域の行事に積極的に出向いて活動する明秀学園日立高校
ダンス部（松下仁美顧問、32人）。９月28日開幕のいきいき
茨城ゆめ国体・ゆめ大会に出場する県勢選手たちを鼓舞しよ
うと、国体啓発ダンス「いきいきゆめダンス」の同校オリジナ
ル版を結団式で披露します。
　平日の放課後は練習を中心に、土日のほとんどは依頼を受
けた地域行事への出演や部活動の応援に駆け付けます。披露
するダンスの振り付けは生徒自らが行い、最近ではコンテス
トにも出場し、技術を磨いています。
　同校のゆめダンスは３年前、県女子体育連盟から提案を受
け、当時の３年生が中心となり考案。国体テーマソング「そ
して未来へ」の歌に乗せ、キレとスピード感に力強さがある
ダンスに仕上がっています。
　障害の有無を問わず多様な人が参加する大会だからこそ、
歌詞に合わせた動きを多く盛り込んだり、表情や口元の動き
を大きくしたり。全身を使ってエールを送ります。
　開会式では全国から集まる選手や観客をもてなそうと他の

ダンスチームと合同で演舞を披露します。部長の大平茉奈さ
ん（17）は「選手たちが盛り上がり、いいプレーができるよう
一生懸命踊ります。茨城国体に来てよかったと思ってもらえ
るような演技をしたい」と話してくれました。

　７月５日、発電所構内で働く仲間（20社、約1,000人）が一堂に会し、2019年度安全大会を開催しました。安全大
会は、労働災害の撲滅に向けての準備を高めることを目的として、７月１日からの全国安全週間に合わせて毎年開催
しています。今年度のスローガンは「新たな時代に　PDCA　みんなで築こう　ゼロ災職場」です。
　安全大会では、発電所長等の訓示、安全標語の表彰、安全宣言、スローガン唱和などを行い、参加者全員で安全第
一を誓いあいました。

　夏休みシーズンは、テラパークのイベントや地域の祭りなど、楽しい企画が盛りだくさん。テラパーク内
にあるジャブジャブ池にも、大勢の親子連れが訪れ、水辺でつかの間の涼を満喫していました。

安全大会を開催しました

夏のイベントをご紹介します

子どもたちを傍らに真剣に演奏に取り組むメンバーたち

パーカッションを担当する
代表の袴塚さん

連日続く猛暑のなか、子どもたちが水遊びを
楽しみました。

８月３日の「げんでんスマイルフェア」のひとコマ。
天気にも恵まれ、大盛況でした。

キットを使ってロボットを製作。参加した子どもたちは真剣な表情で
ロボットを組み立て、動き出した完成品に大満足の様子でした。

原電社員も多数参加し、
東海音頭を踊りました。

ジャブジャブ池 くぼたまさとさんの工作ショー 親子で楽しめるエネルギーの話

第41回　東海まつり テラパーク見学と工作教室「手作りロボットを作ろう！」

ゆめダンスでポーズをきめるダンス部のメンバーたち
ゼロ災職場を目指し、大勢の職員が参加しました。 安全宣言の様子

は か ま 　づ か 　 　 ひ ろ 　　 み

ま つ し た ひ と み

お お ひ ら  ま   な


